
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 21 年度 学校経営計画 
 

                                            小松市立粟津小学校 

                                                     学校長  掛下 雅子 

 １ 経営理念 

    我が国の新しい教育の基本となる学習指導要領が告示された。今年度は、移行措置や先行実  施にむけ、

「生きる力」の理念を大切にしその実現のために努力をする。知識・技能の習得と 思考力・判断力・表現力

等のバランスを重視し、道徳教育や体育などを充実させながら、「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」

を育成する。 

    ・安全で安心な教育環境の整備・充実     ・存在感の味わえる学級経営の充実 

      ・学習意欲が喚起される学習指導の充実   ・家庭、地域との連携の緊密化 

 

 ２ 教育目標：喜んで登校し、生き生きと学ぶ子どもの育成  

    （教育方針） ・知る楽しさ、学ぶ喜びを大切にし、確かな学力を育てる 

                  ・ふるさとに親しみ、感動する心を育てる 

                  ・運動に親しみ、健やかな心と体を育てる  

 

 ３ 中・長期経営目標 

  (1)  学校の現状 

    ① 山や川があり、古くから温泉が湧き出る自然豊かな地域である。教育課程の編制において様々な自然体

験や環境教育を取り入れるのに好条件の地域である。 

    ② 児童は、「明るく優しく素直」であるが「自分から進んで物事をする」ことがやや苦手である。よさを

生かしながら、自分で考えて行動できるよう細やかな支援をする。 

  ③ 保護者・地域は、学校におおむね協力的である。家庭学習等において、家庭の連携を図っていく。 

 

  (2)  児童に関する目標（な・か・よ・し） 

    ① なかよくたすけ合い、はげまし合う子（今年度頑張ること） 

  ② かんがえ、進んで学ぶ子 

  ③ よく遊び、体を鍛える子 

    ④ しっかり挨拶する子 

 

  (3)  教職員・学校組織等の望ましい在り方 

    ① 教育者としての使命感や責任感を持ち、教科等に関する専門的な知識・技能や指導法など絶えず研究と

修養に努める。 

   ② 広く豊かな教養、児童に対する教育的愛情を持ち、子ども・保護者・地域から信頼されるよう努める。 

   ③ 教頭を学校運営の要とし、各主任が機能し、教職員の適性や経験が生かされた活力ある組織的な学校に

努める。 

 

 ４ 短期経営目標（今年度の重点目標） 

    ① 組織的な学校運営 

・教職員の共通理解のもと、課題や方策等を検討し、教育目標の具現化に向けて努力する。 
・一人一人の教師力・組織力を高め、報告・連絡・相談の徹底を図る。 

   ・企画委員会（校長・教頭・各主任）を定期的に開催し、各主任が機能し、学校組織の活性化を図る。 

 

   ② 確かな学力の育成 

     ・「知る楽しさ・学ぶ喜び」を目指した授業に取り組み、確かな学力の向上に努める。 

     ・授業と結びつけた家庭学習の充実を図り、学習意欲の喚起に努める。 

    ・教育的支援を必要とする子どもの視点にたち､ 一人一人のニーズを把握し、必要な支援を行い、子ども

の自立に向けた教育に取り組む。 

 

   ③ 豊かな心の育成 

     ・生命を尊重し、思いやりのある、正義感をもった子どもを育てる。 

     ・家庭や地域と連携しながら、世代を超えた多くの人々とのふれあいの機会をつくり、人と人との交わり

の中で生まれる感動を大切にする教育に取り組む。 

 

   ④ 健やかな体の育成 

     ・「体力プラン１校１プラン」を実施し、一人ひとり目標を持ち、運動を楽しめるよう年間を通して取り

組む。 

     ・子ども達が、自らの健康に興味や関心を持ち、自らの体を大切にする子どもの育成を図る。（学校保健

委員会のテーマは、「歯」について取り組む） 

 

   ⑤ 家庭・地域との連携 

     ・家庭学習、基本的な生活習慣、社会のルールやマナーなど基礎的な資質・能力を身につけるよう努める。 

     ・環境教育を通して、エコスクール・エコファミリー運動に取り組む。 



               平成２１年度 学校評価計画         小松市立粟津小学校 
自  己  評  価  

評価項目と具体的取組 評価指標 達成度判断基準 備考 
 

（教育目標の具現化） 

課題や改善策等への共通理解する場をも

ち，全職員が、一丸となり目指す子ども像

を意識した取り組みを行う 

【努力指標】 

各分掌や学年で，具体的・計画的

な改善策を実践し、「めざす粟津っ

子」の具現化に努めている 

めざす粟津っ子の具現化の実践を 

A:十分に取り組んでいる 

B:取り組んでいる 

C:あまり取り組んでいない 

D:取り組んでいない 

主担当： 教頭 

評価方法：教職員への

アンケート 

実施時期：７月 12月 

 

（主任層の機能化） 

各主任は、学校経営に参画する意識を持ち、

学校運営の要である教頭を中心に、学校組

織の活性化に努める。 

【成果指標】 

毎月定例的に企画委員会が開催さ

れ、各主任は、リーダーシップが

とれている。 

企画委員会の年間の開催数が 

A:年間 1０回以上 

B:年間 ９回以上 

C:年間 ７回以上 

D:年間 ７回未満 

主担当： 教頭 

評価方法：各主任の

「自己点検表」 

実施時期：２月 

 

① 

組
織
的
な
学
校
運
営 

（報告・連絡・相談の徹底） 

校長・教頭、主任、教職員は、常に報告・

連絡・相談する機会をもち，組織の一員と

しての自覚を持ち、素早い対応に努める。 

【努力指標】 

教職員の適性や経験を生かし、報

告・連絡・相談の徹底に努めてい

る。 

報告・連絡・相談が 

A:十分できた 

B:だいたいできた 

C:あまりできなかった 

D:できなかった 

主担当： 教頭 

評価方法：教職員への

アンケート 

実施時期：７月 12月 

（授業改善） 

児童一人一人の学習状況を的確に評価し、

実態にあった効果的な指導法の工夫を図

る。 

【満足度指標】 

児童が、授業を分かりやすく・楽

しいと感じている。 

授業がわかった・楽しいと思える児童の

割合が 

A:80％以上   

B:70％以上 

C:60％以上 

D:60％未満 

主担当： 教務部 

評価方法：児童へのア

ンケート 

実施時期：７月 12月 

（学習規律の確立） 

学習規律を身につけさせるための手立てを

工夫し、実践をする。 

【努力指標】 

一人一人が大切にされ安心して学

習に取り組める環境を作るよう工

夫、実践している。 

学習規律の確立にむけた実践を 

A:十分に取り組んでいる 

B:取り組んでいる 

C:あまり取り組んでいない 

D:取り組んでいない 

主担当： 研究・生徒

指導部 

評価方法：教職員への

アンケート 

実施時期：７月 12月 

（家庭学習の充実） 

授業と結びつけた家庭学習の充実を図り、

次時の学習意欲につなげる。 

【満足度指標】 

児童が、家庭学習を、おおむね欠

かさずしようとしている。 

家庭学習に取り組む児童の割合が 

A:80％以上 

B:70％以上 

C:60％以上 

D:60％未満 

主担当：教務部 

評価方法：児童へのア

ンケート 

実施時期：４月、 

７月 12月 

② 

確
か
な
学
力
の
育
成 

（特別支援教育の視点） 

一人一人のニーズを把握し、必要な支援を

行い、それぞれの子の自立を図る。 

【努力指標】 

個に応じたきめ細やかな指導の充

実に努め、効果的な習塾度別少人

数指導に努めている。 

個に応じたきめ細やかな指導の充実に

取り組む教職員の割合が 

A:90％以上 

B:80％以上 

C:70％以上 

D:70％未満 

主担当： 教務 

評価方法：教職員への

アンケート 

実施時期：７月、 

１２月 

（道徳教育の指導体制） 

道徳教育推進教師を中心とした指導体制を

確立し、組織的・計画的な取り組みを推進

する。 

【努力指標】 

道徳教育において、組織的・計画

的な指導体制ができるように取り

組んでいる。 

組織的計画的な指導体制の取り組みを 

A:十分に取り組んでいる 

B:取り組んでいる 

C:あまり取り組んでいない 

D:取り組んでいない 

主担当： 道徳教育推

進教師 

評価方法：教職員への

アンケート 

実施時期：７月 12月 

（道徳教育） 

年間計画に基づいて，計画的で適切な指導

を行い「思いやりの心」「命を尊重する心」

「正義感」を持った子どもを育てる。 

【努力指標】 

児童の発達段階や実態等を踏ま

え、児童の道徳性を身につけるよ

う工夫し、実践している。 

なかよく励まし助け合う児童の割合が 

A:80％以上 

B:60％以上 

C:50％以上 

D:50％未満 

主担当： 道徳担当 

担任 

評価方法：児童へのア

ンケート 

実施時期：７月 12月 

③ 

豊
か
な
心
の
育
成 （読書習慣） 

本との出会いを計画的に進め、本を読む習

慣をつけ、心豊かな子どもを育てる。 

【満足度指標】 

児童は、読む本の目標冊数を決め、

本が、好きであると感じている。 

本がすきと思える児童の割合が 

A:80％以上 

B:70％以上 

C:60％以上 

D:60％未満 

主担当： 図書担当 

評価方法：児童への 

アンケート 

実施時期：７月 12月 

（体力プラン１校１プラン） 

縦割り活動を通して、運動の特性にふれる

楽しさや喜びを味わわせ、外遊びを推進す

る。 

【満足度指標】 

児童が、縦割り活動を通して、外

遊びの楽しさを感じている。 

外遊びが楽しいと感じている児童の割

合が 

A:80％以上 

B:70％以上 

C:60％以上 

D:60％未満 

主担当：体育担当 

児童会 

評価方法：児童への 

アンケート 

実施時期：７月 12月 

（体力向上） 

体力測定の結果を、体育の授業、行事、体

育的活動の指導に生かすよう努める。 

【努力指標】 

体育の授業において、定期的に筋

力や走能力を高める運動を取り入

れるよう努めている。 

体力向上の取り入みを 

A:十分に取り組んでいる 

B:取り組んでいる 

C:あまり取り組んでいない 

D:取り組んでいない 

主担当： 体育担当 

評価方法：教職員への

アンケート 

実施時期：７月 12月 

 

④ 

健
や
か
な
体
の
育
成 （健康教育） 

学校保健委員会を開催し、自らの健康に興

味や関心を持つ児童の育成に努める。 

【成果指標】 

学校保健委員会で、児童は、歯に

ついて興味関心を、持つことがで

きた。 

学校保健委員会の取り組みは、 

A:十分できた 

B:だいたいできた 

C:あまりできなかった 

D:できなかった 

主担当：健康保健体育 

評価方法：児童への 

アンケート 

実施時期：１２月 

 

（地域の方とのふれあい） 

世代を超えた多くの人々とのふれあいの機

会を設け、感動し、感謝する児童を育てる。 

【満足度指標】 

児童は、ふれあいを喜び、感謝の

気持ちを持っている。 

ふれあいを楽しみにしている児童の割

合が 

A:90％以上   B:80％以上 

C:70％以上   D:70％未満 

主担当： 教頭 

評価方法：児童への 

アンケート 

実施時期：７月 12月 

 

⑤

家

庭

地

域

と

の

連

携 

（保護者との連携） 

家庭学習、基本的な生活習慣について、保

護者との緊密な連携に努める。 

【努力指標】 

家庭学習について、保護者の協力

を得るよう努める。 

保護者が、家庭学習について協力する割

合が 

A:70％以上   

B:60％以上 

C:50％以上   

D:50％未満 

主担当： 教務部 

評価方法：保護者への

アンケート 

実施時期：４月、 

７月 12月 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事業実施完了報告書

事　業　名

事業実施状況
年　　月　　日

  ４月 学校評価計画の作成
  ４月　２２日 職員会議・校内研修（学習アンケート内容）
  ４月　２４日 第１回学習状況調査の実施（保護者用・児童用）
　５月　１１日 第１回企画委員会
　５月　１５日 第１回研究推進委員会
　５月　１８日 第２回研究推進委員会
　５月　１９日 第１回学校評議員会（第１回学校関係者評価委員会を兼ねる）
　５月　２９日 第１回学校評価運営委員会
　５月　２９日 要請訪問研究授業（５年）
　６月　　８日 第３回研究推進委員会
　６月　１７日 職員会議・校内研修（学校評価項目アンケート内容）
　６月　１９日 第２回企画委員会
　６月　２３日 第２回学校評価運営委員会
　６月　２３日 校内研究授業（２年）　研究全体会
　６月　２９日 第４回研究推進委員会
　７月　　２日 第１回児童・保護者アンケートの実施
　７月　１０日 第３回企画委員会　研究推進委員会
　７月　２７日 学校評価推進事業協議会（京都ブロック協議会）参加（教頭）
　８月　　上旬 アンケートの分析　各担当で進捗状況記載
　８月　　３日 第４回企画委員会　第５回研究推進委員会
　８月　２５日 校内研修（中間総括と改善策の検討）
　８月　２８日 第３回学校評価運営委員会
　８月　２８日 第２回学校関係者評価委員会（学校評議員会４名＋P２名＋T６名）
　９月　　２日 校内研修（金沢大学加藤隆弘准教授招聘）
　９月　３０日 第４回企画委員会
１０月　　９日 校内研究授業（４年）　研究全体会
１０月　１５日 第５回企画委員会　研究推進委員会
１０月　１６日 研究発表会（向本折小）参加（田中・川越）
１０月　２１日 校内研修（自己評価に向けて）
１０月　２７日 研究発表会（国府小）参加（教頭・竹内）
１０月　２９日 研究発表会（稚松小）参加（川越）
１０月　３０日 第４回学校評価運営員会
１１月　　９日 第６回企画委員会
１１月　１０日 研究発表会（荒屋小）参加（川越）
１１月　１１日 校内研究授業（１年）　研究全体会
１１月　１２日 研究発表会（矢田野小）参加（校長・大田）
１１月　１３日 研究発表会（湖北小）参加（松村）
１１月　１８日 学校評価訪問研究授業
１１月　２６日 校内研究授業（６年）　研究全体会
１１月　２７日 研究発表会（第一小）参加（教頭・埴田）
１１月　下旬 第３回児童・保護者アンケートの実施
１２月　　３日 研究発表会（安宅小）参加（校長・中村）
１２月　　８日 研究発表会（金野小）参加（竹内）
１２月　２２日　 第５回学校評価運営委員会
１２月　２６日　 小学校外国語活動教員研修会（愛知教育大）参加（田中）
１２月　中旬 アンケート集計・今年度のまとめ・自己評価の実施
１２月　２２日　 第６回学校評価運営委員会
  １月　２５日　 第３回学校関係者評価委員会
　１月　２８日　 「学校評価・情報提供の充実・改善等のための実践研究」実践報告会
　１月　２９日　 個性化教育実践発表会（八千代市立萱田小）参加（川越）
　２月　２２日 校内研修会（次年度に向けて共通理解）
　２月　下旬～ 事業報告書の作成・提出　保護者にリーフレット配布　公表

事　　　　　業　　　　　内　　　　　容

平成２１年度 学校評価の充実・情報提供のための充実・改善等実践研究事業



 
平成２１年度 学校評価結果報告書 

小松市立粟津小学校    
自  己  評  価 学校関係者評価  

評価項目と具体的取組 評価指標 達成度判断基準 取組の状況 
達成

状況 
学校関係者評価者による意見 

 

次年度の方向 

（改善計画等） 

（教育目標の具現化） 

課題や改善策等への共通理解す

る場をもち，全職員が、一丸と

なり目指す子ども像を意識した

取り組みを行う 

【努力指標】 

各分掌や学年で，具体

的・計画的な改善策を実

践し、「めざす粟津っ子」

の具現化に努めている 

めざす粟津っ子の具現化の実

践を 

A:十分に取り組んでいる 

B:取り組んでいる 

C:あまり取り組んでいない 

D:取り組んでいない 

A:65％ B:35％ 

各会合が適宜開催

され、計画的で具

体的な実践が図ら

れていた。 

Ｂ 

（主任層の機能化） 

各主任は、学校経営に参画する

意識を持ち、学校運営の要であ

る教頭を中心に、学校組織の活

性化に努める。 

【成果指標】 

毎月定例的に企画委員

会が開催され、各主任

は、リーダーシップがと

れている。 

企画委員会の年間の開催数が 

A:年間 1０回以上 

B:年間 ９回以上 

C:年間 ７回以上 

D:年間 ７回未満 

月１回のペースで

実施しており、各

主任の参画意識の

向上が図られてい

た。 

Ａ 

① 

組
織
的
な
学
校
運
営 

（報告・連絡・相談の徹底） 

校長・教頭、主任、教職員は、

常に報告・連絡・相談する機会

をもち，組織の一員としての自

覚を持ち素早い対応に努める。 

【努力指標】 

教職員の適性や経験を

生かし、報告・連絡・相

談の徹底に努めている。 

報告・連絡・相談が 

A:十分できた 

B:だいたいできた 

C:あまりできなかった 

D:できなかった 

A:58％ B:42％ 

管理職に対してや

教職員間の連絡・

相談は徹底が図ら

れていた。 

Ｂ 

授業参観や学校行事に参加し 

ていると先生方は非常にまと 

まっており、粟津小学校全体 

が頑張っている様子がうかが 

える。 

「確かな学力」「豊かな心」「健 

やかな体」はしっかり根付い 

ている。 

「喜んで登校し生き生きと学 

ぶ子どもの姿」を拝見できる 

ことから、「めざす粟津っ子」 

を具現化していると思う。 

めざす粟津っ子の具現
化の中で、今年度は「な
かよく助け合い、励まし
あう子」に重点を置いて
いる。各主任が機能し、
課題や方策などを検討
し、全職員が一丸となっ
て取り組んでいる。企画
委員会も月１回のペー
スで開催され、内容の充
実も図られている。今後
は、目標の具現化にむけ
て、教職員の適性や経験
が活かされるよう、教師
としての専門的な知
識・技能や指導法などの
研究を深めていく。 

（授業改善） 

児童一人一人の学習状況を的確

に評価し、実態にあった効果的

な指導法の工夫を図る。 

【満足度指標】 

児童が、授業を分かりや

すく・楽しいと感じてい

る。 

授業がわかった・楽しいと 

思える児童の割合が 

A:80％以上   

B:70％以上 

C:60％以上 

D:60％未満 

肯定評価 91％ 

実態に合った指導

法の工夫により、

おおむね児童は授

業がわかった・楽

しいと感じてい

た。 

Ａ 

（学習規律の確立） 

学習規律を身につけさせるため

の手立てを工夫し、実践をする。 

【努力指標】 

一人一人が大切にされ

安心して学習に取り組

める環境を作るよう工

夫、実践している。 

学習規律の確立にむけた実践

を 

A:十分に取り組んでいる 

B:取り組んでいる 

C:あまり取り組んでいない 

D:取り組んでいない 

A:55％B:40％C:5％ 

今年度の最重要課

題の学習規律につ

いては、全職員が

改善・工夫に取り

組んでいた。 

Ａ 

（家庭学習の充実） 

授業と結びつけた家庭学習の充

実を図り、次時の学習意欲につ

なげる。 

【満足度指標】 

児童が、家庭学習を、お

おむね欠かさずしよう

としている。 

家庭学習に取り組む児童の割

合が 

A:80％以上 

B:70％以上 

C:60％以上 

D:60％未満 

肯定評価 98％ 

各担任が宿題を必

ず出して点検をし

て家庭学習の定着

を図っていた。 

Ａ 

② 

確
か
な
学
力
の
育
成 

（特別支援教育の視点） 

一人一人のニーズを把握し、必

要な支援を行い、それぞれの子

の自立を図る。 

【努力指標】 

個に応じたきめ細やか

な指導の充実に努め、効

果的な習塾度別少人数

指導に努めている。 

個に応じたきめ細やかな指導

の充実に取り組む教職員の割

合が 

A:90％以上 

B:80％以上 

C:70％以上 

D:70％未満 

肯定評価 90％ 

「気づきの一覧

表」「プロフィール

表」を活用して個

人の把握に努め、

効果的な指導実践

をしていた。 

Ｂ 

授業に参加できる子とできな 

い子の差ができているのでは 

ないかと思われる。高学年、 

中学校へと進むにつれて差が 

大きくなるのではないかと不 

安に思うことがある。できて 

いない子に対してどのような 

指導が必要か考えてほしい。 

昨年度実践していたオープン 

ルームのような補充学習の開 

設を考えてほしい。 

先生一人で３０～３５人見る 

のは大変ではないのか。 

子どもと先生の人間関係で学 

習意欲は変化するので、先生 

方はそれを踏まえて指導に当 

たってほしい。 

児童は授業をわかりや
すい・楽しいと感じてい
る。さらに児童相互のか
かわり合い・学び合いを
通して「わかる授業」へ
の手立てを考えていき
たい。学習規律に関して
は、全職員で一丸となっ
て取り組むことの成果
が見えている。学級別で
の補充学習を大切にし
て、継続的に指導するこ
とで定着を図っていき
たい。ほとんどの児童が
宿題や自学などの家庭
学習に取り組んでいる。
今後は児童や保護者へ
のアンケート、家庭学習
の方法の紹介、児童や保
護者への啓発の工夫を
継続して行い、自学の習
慣をつけた児童がさら
に増えるよう働きかけ
ていきたい。また、特別
支援教育の視点を大切
にし、今後も「気づきの
一覧表」「プロフィール
表」に取り組み、児童へ
の共通理解を深め、個に
応じた適切な支援を考
えていきたい。 

（道徳教育の指導体制） 

道徳教育推進教師を中心とした

指導体制を確立し、組織的・計

画的な取り組みを推進する。 

【努力指標】 

道徳教育において、組織

的・計画的な指導体制が

できるように取り組ん

でいる。 

組織的計画的な指導体制の取

り組みを 

A:十分に取り組んでいる 

B:取り組んでいる 

C:あまり取り組んでいない 

D:取り組んでいない 

A:21％ B:79％ 

各学級で計画的に

道徳授業に取り組

んでいたが児童の

内面に訴える内容

が必要。 

Ｂ 

（道徳教育） 

年間計画に基づいて，計画的で

適切な指導を行い「思いやりの

心」「命を尊重する心」「正義感」

を持った子どもを育てる。 

【努力指標】 

児童の発達段階や実態

等を踏まえ、児童の道徳

性を身につけるよう工

夫し、実践している。 

なかよく励まし助け合う児童

の割合が 

A:80％以上 

B:60％以上 

C:50％以上 

D:50％未満 

肯定評価 91％ 

月ごとの生活目標

で重点目標にあげ

て学校全体で取り

組んでいた。 

Ｂ 

③ 

豊
か
な
心
の
育
成 

（読書習慣） 

本との出会いを計画的に進め、

本を読む習慣をつけ、心豊かな

子どもを育てる。 

【満足度指標】 

児童は、読む本の目標冊

数を決め、本が、好きで

あると感じている。 

本がすきと思える児童の 

割合が 

A:80％以上 

B:70％以上 

C:60％以上 

D:60％未満 

肯定評価 82％ 

図書ネットワーク

導入により、貸し

出し冊数が増加し

たが、学年によっ

て差がある。 

Ａ 

あいさつや言葉使い・掃除な

どの取組については、子ども

たちと共に先生方も良い鏡に

なるよう心がけて実践してい

ったほしい。そうすれば、子

どもたちの心も育ち豊かにな

っていくと思う。 

高学年の児童が低学年の児童

の面倒を見る集団登校の状況

が良くなってきている。 

 

全体計画や年間計画に
基づき、道徳の授業を中
心に各教科において道
徳教育を行っているが、
更に充実させる必要が
ある。今後は道徳教育の
公開や道徳週間など学
校の道徳の取り組みを
地域に向けて発信して
いく。 
読書については、読書の
日の設定に伴い「縦割り
読書」を実施している。
委員会のイベントと合
わせて計画的に進めて
いく。また、高学年にな
るにつれて本が好きな
児童が減少しているこ
とに対して読書離れを
防ぐ改善策として本と
の出会いを多くする工
夫をしていく。 

（体力プラン１校１プラン） 

縦割り活動を通して、運動の特

性にふれる楽しさや喜びを味わ

わせ、外遊びを推進する。 

【満足度指標】 

児童が、縦割り活動を通

して、外遊びの楽しさを

感じている。 

外遊びが楽しいと感じている

児童の割合が 

A:80％以上 

B:70％以上 

C:60％以上 

D:60％未満 

肯定評価 90％ 

月１回縦割り活動

を実践し、外遊び

を推進しており、

児童も楽しいと感

じていた。 

Ａ 

（体力向上） 

体力測定の結果を、体育の授業、

行事、体育的活動の指導に生か

すよう努める。 

【努力指標】 

体育の授業において、定

期的に筋力や走能力を

高める運動を取り入れ

るよう努めている。 

体力向上の取り入みを 

A:十分に取り組んでいる 

B:取り組んでいる 

C:あまり取り組んでいない 

D:取り組んでいない 

A50％ B:50％ 

器械運動、陸上運

動を通して筋力や

走力の向上を図っ

ていた。 

Ｂ 

④ 

健
や
か
な
体
の
育
成 

（健康教育） 

学校保健委員会を開催し、自ら

の健康に興味や関心を持つ児童

の育成に努める。 

【成果指標】 

学校保健委員会で、児童

は、歯について興味関心

を、持つことができた。 

学校保健委員会の取り組み

は、 

A:十分できた 

B:だいたいできた 

C:あまりできなかった 

D:できなかった 

歯の検査を実施

し、予防のための

保護者向けの情報

提供や児童向けの

劇を実践してい

る。 

Ａ 

体操競技大会、自転車競技大

会、水泳大会、相撲大会、３

０人３１脚などの対外競技に

参加するのは大変良いことで

あり、参加するための練習が

重要である。その点、先生方

は計画をしっかり立てて熱心

に頑張っている。 

授業の中でも体力向上
を図っているが、器械運
動や陸上競技の大会を
利用した体力向上も全
職員体制で実践してき
た。今後も、運動会、持
久走記録会など全校で
取り組んでいく。月１回
の縦割り活動では、さら
に楽しさを感じられる
内容にしていく。学校保
健委員会では児童と保
護者にテーマについて
のアンケートを取り、興
味関心が持てるように
していく。その結果をも
とに情報発信も充実さ
せていく。 

（地域の方とのふれあい） 

世代を超えた多くの人々とのふ

れあいの機会を設け、感動し、

感謝する児童を育てる。 

【満足度指標】 

児童は、ふれあいを喜

び、感謝の気持ちを持っ

ている。 

ふれあいを楽しみにしている

児童の割合が 

A:90％以上    

B:80％以上 

C:70％以上    

D:70％未満 

肯定評価 96％ 

３･４年生のふれ

あいフェスティバ

ルが大盛況で祖父

母への感謝の気持

ちが育っていた。 

Ａ 

⑤

 

家

庭

・

地

域

と

の

連

携 

（保護者との連携） 

家庭学習、基本的な生活習慣に

ついて、保護者との緊密な連携

に努める。 

【努力指標】 

家庭学習について、保護

者の協力を得るよう努

める。 

保護者が、家庭学習について

協力する割合が 

A:70％以上   

B:60％以上 

C:50％以上   

D:50％未満 

肯定評価 90％ 

保護者の意識は全

体的に高いが、学

習の準備や家庭学

習をしていない割

合も少し高い。 

Ｂ 

学校は大変頑張っているので

活動状況や取組内容の具体的

な良さなどをもっとアピール

していったらよいと思う。 

ホームページの更新を進めて

ほしい。 

地区の行事にも大いに参加さ

せてほしい。その中でも子ど

もたちの情操教育やルールを

教えていくので、「学校、家庭、

地域」の連携をさらに推し進

めていきたい。 

６年（乳幼児とのふれあ
い）５年（介護老人ホー
ム訪問）４年（盲導犬と
のふれあい）３年（保育
園児と登山）３･４年(老
人とのふれあいフェス
ティバル)が実施され児
童にとって感動する心
が育っているが、単発的
な行事に終らせず、計画
的、継続的に実施してい
く。家庭学習について、
一部の特定の保護者に
も協力してもらえるよ
うな方策を全体で考え
ていく。学級通信や HP
など学校からの情報発
信も充実させていく。 



平成２１年度 学校評価リーフレット 

粟津小学校のふりかえり 

～ 本年度の取り組みと今後に向けて ～ 
 

今年度は、学習指導要領の告示にともない、旧から新への移行措置や先行実施にむけ、「生きる力」

の理念を大切にしながら、その実現のために努力をしてきました。また、「確かな学力」「豊かな心」

「健やかな体」を育成するために、次の４つの観点の充実を目指してきました。 

       ・安全で安心な教育環境の整備・充実     ・存在感の味わえる学級経営の充実 

         ・学習意欲が喚起される学習指導の充実   ・家庭、地域との連携の緊密化 

 

 

 

教育目標 

「喜んで登校し、生き生きと学ぶ子どもの育成」  

  ・知る楽しさ、学ぶ喜びを大切にし、確かな学力を育てます 

   ・ふるさとに親しみ、感動する心を育てます 

   ・運動に親しみ、健やかな心と体を育てます  

 

 

 

児童に関する目標（な・か・よ・し） 
    ① なかよくたすけ合い、はげまし合う子 
           ＜今年度の重点目標＞ 

② かんがえ、進んで学ぶ子 

  ③ よく遊び、体を鍛える子 

    ④ しっかり挨拶する子 

 

 

 

今年度の重点目標 

    ① 組織的な学校運営 
     ・教職員の共通理解のもと、課題や方策等を検討し、教育目標の具現化に向けて努力します。 

   ・一人一人の教師力・組織力を高め、報告・連絡・相談の徹底を図ります。 

   ・企画委員会（校長・教頭・各主任）を定期的に開催し、各主任が機能し、学校組織の活性化を

図ります。 

   ② 確かな学力の育成 
     ・「知る楽しさ・学ぶ喜び」を目指した授業に取り組み、確かな学力の向上に努めます。 

     ・授業と結びつけた家庭学習の充実を図り、学習意欲の喚起に努めます。 

    ・教育的支援を必要とする子どもの視点にたち､ 一人一人のニーズを把握し、必要な支援を行い

ます。 

   ③ 豊かな心の育成 
     ・生命を尊重し、思いやりのある、正義感をもった子どもを育てます。 

     ・家庭や地域と連携しながら、世代を超えた多くの人々とのふれあいの機会をつくり、人と人と

の交わりの中で生まれる感動を大切にする教育に取り組みます。 

   ④ 健やかな体の育成 
     ・「体力プラン１校１プラン」を実施し、一人ひとり目標を持ち、運動を楽しめるよう取り組みます。 

     ・子ども達が、自らの健康に興味や関心を持ち、自らの体を大切にする子どもの育成を図ります。 

   ⑤ 家庭・地域との連携 
・家庭学習、基本的な生活習慣、社会のルールやマナーなど基礎的な資質 

・能力を身につけるよう努めます。 

     ・環境教育を通して、エコスクール・エコファミリー運動に取り組みます。 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



アンケートなどをもとに今年度のふり返りをしました。地域の方に学校関係者評価委員になっていただきました。 

 評価項目と具体的な取組 学校関係者評価委員会 改善点や今後の取組 

① 

組

織

的

な

学

校

運

営 

・課題や改善策等への共通理解する場をも

ち，全職員一丸となり目指す子ども像を意

識した取り組みを行う。 

・各主任は学校経営に参画する意識を持ち

学校運営の要である教頭を中心に組織の活

性化に努める。 

・校長、教頭、主任、教職員は、常に報告・

連絡・相談する機会をもち，組織の一員と

しての自覚を持ち素早い対応に努める。 

・授業参観や学校行事に参加していると 

先生方は非常にまとまっており、粟津小 

学校全体が頑張っている様子がうかが 

える。 

・「確かな学力」「豊かな心」「健やかな 

体」はしっかり根付いている。「喜んで 

登校し生き生きと学ぶ子どもの姿」を拝 

見できることから、「めざす粟津っ子」 

を具現化していると思う。 

・めざす粟津っ子の具現化の中で、今年度は「なかよく 

助け合い、励ましあう子」に重点を置いている。各主任 

が機能し、課題や方策などを検討し、全職員が一丸とな 

って取り組んでいる。 

・企画委員会も月１回のペースで開催され、内容の充実 

も図られている。 

・今後は、目標の具現化にむけて、教職員の適性や経験 

が活かされるよう、教師としての専門的な知識・技能や 

指導法などの研究を深めていく。 

②

確

か

な

学

力 

の

育

成 

・児童一人一人の学習状況を的確に評価し、

実態にあった効果的な指導法の工夫を図

る。 

・学習規律を身につけさせるための手立て

を工夫し、実践をする。 

・授業と結びつけた家庭学習の充実を図り、

次時の学習意欲につなげる。 

・一人一人のニーズを把握し、必要な支援

を行い、それぞれの子の自立を図る。 

・授業に参加できる子とできない子の差 

ができているのではないかと思われる。 

高学年、中学校へと進むにつれて差が大 

きくなるのではないかと不安に思うこ 

とがある。できていない子に対してどの 

ような指導が必要か考えてほしい。 

・昨年度実践していたオープンルームの 

ような補充学習の開設を考えてほしい。 

・先生一人で３０～３５人見るのは大変 

ではないのか。 

・子どもと先生の人間関係で学習意欲は 

変化するので、先生方はそれを踏まえて 

指導に当たってほしい。 

 
 

・学習規律に関しては、全職員で一丸となって取り組む 

ことの成果が見えている。学級別での補充学習を大切に 

して、継続的に指導することで定着を図っていきたい。 

・児童は授業をわかりやすい・楽しいと感じている。さ 

らに児童相互のかかわり合い・学び合いを通して「わか 

る授業」への手立てを考えていきたい。ほとんどの児童 

が宿題や自学などの家庭学習に取り組んでいる。今後は 

家庭学習の方法の紹介、児童や保護者への啓発の工夫を 

継続して行い、自学の習慣をつけた児童がさらに増える 

よう働きかけていきたい。 

・特別支援教育の視点を大切にし、今後も「気づきの一 

覧表」「プロフィール表」に取り組み、児童への共通理 

解を深め個に応じた適切な支援を考えていきたい。 

③

豊

か

な

心 

の

育

成 

・道徳教育推進教師を中心とした指導体制

を確立し、組織的・計画的な取り組みを推

進する。 

・年間計画に基づいて，計画的で適切な指

導を行い「思いやりの心」「命を尊重する心」

「正義感」を持った子どもを育てる。 

・本との出会いを計画的に進め、本を読む

習慣をつけ、心豊かな子どもを育てる。 

・あいさつや言葉使い・掃除などの取組

については、子どもたちと共に先生方も

良い鏡になるよう心がけていってほし

い。そうすれば、児童の心も育ち豊かに

なっていくと思う。 

・高学年の児童が低学年の児童の面倒を

見る集団登校の状況が良くなった。 

・縦割り給食の取り組みは大変よく、子

どもの心を育てていると思う。 

・全体計画や年間計画に基づき、道徳の授業を中心に各

教科において道徳教育を行っている。今後は道徳教育の

公開や道徳週間など道徳の取り組みを地域に向けて発

信していく。 

・読書については、読書の日の設定に伴い「縦割り読書」

を実施している。ただ、高学年になるにつれて本が好き

な児童が減少しているが、読書離れを防ぐ改善策として

本との出会いを多くする工夫をしていく。 

・委員会のイベントと合わせて計画的に進めていく。 

④

健

や

か

な

体

の

育

成 

・縦割り活動を通して、運動の特性にふれ

る楽しさや喜びを味わわせ、外遊びを推進

する。 

・体力測定の結果を、体育の授業、行事、

体育的活動の指導に生かすよう努める。 

・学校保健委員会を開催し、自らの健康に

興味や関心を持つ児童の育成に努める。 

・体操競技大会、自転車競技大会、水泳

大会、相撲大会、３０人３１脚、世界の

凧の祭典等の対外競技に参加するのは

大変良いことであり、参加するための練

習が重要である。その点、先生方は計画

をしっかり立てて熱心に頑張っている。 

・授業の中でも体力向上を図っているが、器械運動や陸

上競技の大会や運動会、持久走記録会などを利用した体

力向上も全職員体制で実践してきた。 

・ 月１回の縦割り活動では、さらに楽しさを感じら

れる内容にしていく。 

・  

・学校保健委員会では児童と保護者にテーマについての

アンケートを取り、健康についての興味関心が持てるよ

うにする。 

⑤

家

庭

地

域

と

の

連

携 

・世代を超えた多くの人々とのふれあいの

機会を設け、感動し感謝する児童を育てる。 

・家庭学習、基本的な生活習慣について、

保護者との緊密な連携に努める。 

・学校は大変頑張っているので活動状況

や取組内容の具体的な良さなどをもっ

とアピールしていったらよいと思う。 

・ホームページの更新を進めてほしい。 

・地区の行事にも大いに参加させてほし

い。その中でも子どもたちの情操教育や

ルールを教えていくので「学校、家庭、

地域」の連携をさらに進めていきたい。 

・６年（乳幼児とのふれあい）５年（介護老人ホーム訪

問）４年（盲導犬とのふれあい）３年（保育園児と登山）

３･４年(老人とのふれあいフェスティバル)が実施され

児童にとって感動する心が育っているが、単発的な行事

に終らせず、計画的、継続的に実施していく。 

・家庭学習について、一部の特定の保護者にも協力して

もらえるような方策を全体で考えていく。 

・学級通信や HP 等、情報発信も充実させていく。 

 

 


